
第２様式（第４条関係）

大規模小売店舗等における再利用計画書

葛飾区長　　　　あて

（　店　　舗　　名　）

（　所　　在　　地　）

（　所有者　氏名　）

　　大規模小売店舗等における事業系廃棄物の減量及び適正処理に関する指導要綱第４条の規定により、

当該店舗における　　　　　　年度の再利用計画書を下記のとおり提出します。

　ごみ減量及び再利用の現況

地　上 階 （地下　　　　　　階） 店　舗　面　積　　　　　　　　　 ㎡

　１　　衣　料　品 ４　　家　電　製　品　　　　　　　　 　７　　家　具

　２　　飲食料品 ５　　ス　ポ　ー　ツ　用　品　　　　　８　　そ　の　他

　３　　家庭用品 ６　　書　籍

　従業員（パート及びアルバイトを含む。） 人

　来客者 人

　計 人

　　今　年　度　の　目　標

受講年月日

所属名 選任年月日

役職名 電話番号

回収業者

年　　月　　　日廃棄物管理責任者 廃棄物管理責任者講習受講の有無　〔 有 ･ 無 〕

氏名

缶　類

ふりがな

紙　　類

処　理　業　社　名

年　　月　　　日

（　許　可　番　号　）　廃棄物・再生資源の種類

一　般　廃　棄　物

産　業　廃　棄　物

運搬業務

再生資源

建　築　物　の　属　性

　１　　百貨店　　　　　２　　スーパー　　　　　３　　専門店　　　　　４　　寄合百貨店　　　　　５　　駅ビル

店舗の規模

業　　　　　態

主要販売品

在館人員

廃棄物収集

び　ん　類



第２様式（第４条関係）

大規模小売店舗等における再利用計画書 《記入例》
葛飾区長　　　　あて

（　店　　舗　　名　） スーパー○○

（　所　　在　　地　） 葛飾区○○　○丁目○番○号　

（　所有者　氏名　） 葛飾太郎

　　大規模小売店舗等における事業系廃棄物の減量及び適正処理に関する指導要綱第４条の規定により、

当該店舗における　◇◇○○年度の再利用計画書を下記のとおり提出します。

　ごみ減量及び再利用の現況

地　上 2 階 （地下　　　　　　階） 店　舗　面　積 1500 ㎡

　１　　衣　料　品 ４　　家　電　製　品　　　　　　　　 　７　　家　具

　２　　飲食料品 ５　　ス　ポ　ー　ツ　用　品　　　　　８　　そ　の　他

　３　　家庭用品 ６　　書　籍

　従業員（パート及びアルバイトを含む。） 25 人

　来客者 200 人

　計 235 人

　　今　年　度　の　目　標

受講年月日

所属名 かつしか　じろう 選任年月日

役職名 葛飾　次郎 電話番号　

総務部 ふりがな 　○年　○月　　○日

総務部長 氏名 ○○○○－○○○○

廃棄物管理責任者講習受講の有無　〔 有 ･ 無 〕廃棄物管理責任者 　○年　○月　　○日

再生資源 び　ん　類 ○○商店

回収業者 缶　類 □□商店

紙　　類 □□紙業

運搬業務

廃棄物収集 産　業　廃　棄　物 　○○興業㈱ 1300000123

処　理　業　社　名 （　許　可　番　号　）

　○○運輸㈱ 1234一　般　廃　棄　物

・分別回収ごみ容器及びリサイ
クルボックスの設置により、再
生可能な紙類等がリサイクルさ
れるようになったが、一部徹底
されていないため、再度周知徹
底する。

・再利用率を前年度に比べ５％
アップさせる。

建　築　物　の　属　性

店舗の規模

業　　　　　態 　１　　百貨店　　　　　２　　スーパー　　　　　３　　専門店　　　　　４　　寄合百貨店　　　　　５　　駅ビル

主要販売品

在館人員 ※来客者数は一日平均の人数を記入

　廃棄物・再生資源の種類



前　年　度　実　績　及　び　当　年　度　再　利　用　計　画
店舗名

Ａ Ｄ
発生量の 再利用量 廃棄物処

発　生　量 Ｂ　再利用 Ｃ　廃棄物 再利用率 発　生　量 Ｅ　再利用 Ｆ　廃棄物 再利用率 増減 の増減 分量増減

トン 量 処分量 （Ｂ/Ａ） トン 量 処分量 （Ｅ/Ｄ） （Ｄ-A） （Ｅ-Ｂ） （Ｆ-Ｃ）
トン トン 　　％ トン トン 　　％ トン トン トン

　上質紙（ＰＰＣ・コンピュータ用紙等）

　その他の事務用紙（メモ・封筒類等）

　色付き紙等（雑誌・チラシ・パンフレット等）

　機密文書

　新聞紙

　段ボール

　その他の紙（主に再生に適しない紙）

　紙　類　小　計

ごみ

　金属くず（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

産　業　廃　棄　物　の　合　計

　　総　　合　　計

粗大
　一般廃棄物系（木製家具・什器・パレット等）

　産業廃棄物系（金属制の家具・什器類等）

粗　大　ご　み　の　合　計

一

般

廃

棄

物

紙

類

　厨芥類（茶殻・残飯・吸殻等の生ごみ）

　その他可燃物（　　　　　　　　　　　　　）

一般廃棄物の合計

産

業

廃

棄

物

　　瓶　類

　　缶　類

　プラスチック（ビニール・発泡スチロール・ＰＥＴボトル）

　ガラス・陶器くず（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

前年度（　　年　　月～　　年　　　月）実積 当年度（　　年　　月～　　年　　　月）計画 対前年度比

処　理　区　分 処　理　区　分



《記入例》
前　年　度　実　績　及　び　当　年　度　再　利　用　計　画

店舗名

Ａ Ｄ
発生量の 再利用量 廃棄物処

発　生　量 Ｂ　再利用 Ｃ　廃棄物 再利用率 発　生　量 Ｅ　再利用 Ｆ　廃棄物 再利用率 増減 の増減 分量増減

トン 量 処分量 （Ｂ/Ａ） トン 量 処分量 （Ｅ/Ｄ） （Ｄ-A） （Ｅ-Ｂ） （Ｆ-Ｃ）
トン トン 　　％ トン トン 　　％ トン トン トン

　上質紙（ＰＰＣ・コンピュータ用紙等）

　その他の事務用紙（メモ・封筒類等）

　色付き紙等（雑誌・チラシ・パンフレット等）

　機密文書

　新聞紙

　段ボール

　その他の紙（主に再生に適しない紙）

　紙　類　小　計

ごみ

スーパー○○

前年度（○○年　4月～○○年　3月）実積 当年度（○○年　4月～○○年　3月）計画 対前年度比

　金属くず（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

産　業　廃　棄　物　の　合　計

処　理　区　分 処　理　区　分

一

般

廃

棄

物

紙

類

　厨芥類（茶殻・残飯・吸殻等の生ごみ）

　その他可燃物（　　　　　　　　　　　　　）

一般廃棄物の合計

　　総　　合　　計

粗大
　一般廃棄物系（木製家具・什器・パレット等）

　産業廃棄物系（金属制の家具・什器類等）

粗　大　ご　み　の　合　計

産

業

廃

棄

物

瓶　類

缶　類

　プラスチック（ビニール・発泡スチロール・ＰＥＴボトル）

　ガラス・陶器くず（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

複写式の伝票、シュレッダーくず等

機密性を保持したまま処理した書類

自動販売機のベンダー業者が回収する分を含む

ＯＡ用紙 色付用紙を含まず



ごみ処理・リサイクルフロー図 　　　　　　年　　　月　　　日

リサイクルできる紙類

リサイクルできる紙類

リサイクルできる紙類

リサイクルできる紙類

種　　別 容器等の配置場所（表示） 運ぶ人 保管場所での表示 収集運搬業者 中間処理先及び最終処分先

可燃ごみ

厨芥（店舗）

厨芥（事務所）

（営業所等）

建築物名

不燃ごみ



《記入例》 ごみ処理・リサイクルフロー図 建築物名

リサイクルできる紙類
コピー紙・スットクホーム

リサイクルできる紙類
新聞紙

リサイクルできる紙類
雑誌・チラシ等

リサイクルできる紙類
ダンボール

紙ごみ・雑ごみ等

生ごみ・茶殻等

生ごみ・茶殻等

産業廃棄物不燃ごみ
室内（プラスチック等） 館内清掃業者 廃プラ等（弁当箱等） 同上 ○×商事㈱

ビニール類・プラ容器等

㈱○△鉄鋼

廃　　油 厨房内 各店舗従業員 廃油 ○○油脂㈱ 同左

○○精機㈱発泡スチロール

館内清掃業者 缶類 ○○興業㈱ ××商店

各　　自 発泡スチロール ○○興業㈱

瓶　　類

自販機横（瓶缶） 自販業者 （営業所等） 株○○リサイクル
△△アルミ㈱

缶　　類
室内（缶）

給湯室（びん） 館内清掃業者 ビン類 ○○興業㈱ ○○商事 ○○ガラス㈱

○○興業㈱ ○○清掃工場 一般廃棄物生ごみ

厨芥（店舗）
調理場（生ごみ） 各店舗従業員

厨芥（事務所）
給湯室（生ごみ） 同上

可燃ごみ
机回り 館内清掃業者 可燃ごみ

各　　自 ダンボール

○○紙業㈱

新聞 △△紙業㈱

雑誌・チラシ ○△紙業㈱

○×紙業㈱同上 同上

個人ボックス
リ
サ
イ
ク
ル

ボ

ッ

ク
ス

館内清掃業者

上質紙

○○商店 ○○紙業㈱

スーパー○○  ◇◇○○年○○月○○日

種　　別 容器等の配置場所（表示） 運ぶ人 保管場所での表示 収集運搬業者 中間処理先及び最終処分先


